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会科学研究費助成金，基盤研究（C）,�22592279，
2010 年

21）�坂井幸子：平成 22 年度新潟大学若手教員論文投稿
支援経費，2010 年．

22）�飯澤二葉子�:�萌出遅延歯の臨床像と被覆歯肉の遺伝
子発現の調査による分子的メカニズムの解明 .�日本
学術振興会科学研究費補助金 ,� 若手研究（B）、
22792045,�2010 年

23）�沼奈津子：歯限局型低ホスファターゼ症における分
子・酵素レベルでの病態解析 .�日本学術振興会科学
研究費補助金，若手研究（B）,�21792065,�2010 年 .

24）�沼奈津子：小児型低フォスファターゼ症を引き起こ
す原因酵素の解析 . 平成 22 年度新潟大学プロジェ
クト推進経費．

25）�金城奈津子：歯限局型低ホスファターゼ症を引き起
こす病態の酵素学的解析 . 平成 22 年度財団法人�富
徳会�研究者助成�小児歯科部門 .

【その他】
１）�早崎治明：小児の顎口腔機能でわかっていること．

日本小児歯科学会 H22 年度専門医セミナー，福岡，
2011 年２月６日．

２）�大島邦子：「食べる」ことと口の健康．平成 21 年度
新潟大学Ｇ－コード科目「新潟発『食べる』」，新潟
大学，2010.4.23.

３）�大島邦子：障害者の歯磨き　理論と実践．知的障害
者更生施設太陽の村，新潟，2010.9.15.

４）�三富智恵，大島邦子：小児がん治療がおよぼす歯の
形成への影響，日本小児歯科学会北日本地方会
ニュースレター，26：２- ５，2011.

５）�三富智恵：乳幼児期からのむし歯予防と治療，口蓋
裂診療班第２回母親教室　新潟大学 2010.08.03,�

６）�佐野富子：歯科講話．新潟大学附属中学校，新潟，
2010.10.26．

７）�佐野富子：歯科講話．新潟大学附属小学校，新潟，
2009.10.27.

顎顔面放射線学分野

【論文】
１）�Metwaly�H,�Maruyama�S,�Cheng� J,�Hoshina�H,�

Takag i � R , � Haya sh i � T , � S aku � T � :Cen t r a l�
Schwannoma�of�the�mandible:�report�of�a�case�and�
review�of�the�literature.�Oral�Med�Pathol�15:29-33,�
2010.

２）�Okumura�N,�Stegaroiu�R,�Nishiyama�H,�Kurokawa�K,�
Kitamura�E,�Hayashi�T,�Nomura�S:Finite�element�

５）�大島邦子：近交系マウス歯胚他家移植実験を用いた
歯髄分化メカニズムの解明．Ｈ 22 年度新潟大学プ
ロジェクト推進経費．

６）�松山順子 : 初期齲蝕に着目した歯垢バイオフィルム
の細菌動態の解析と指標化 . 平成 22 年度新潟大学
プロジェクト推進経費．

７）�松山順子，竹中彰治，佐藤拓一：歯垢バイオフィル
ムの細菌動態に着目した初期齲蝕モニタリングシス
テム．日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（C）,�22592330,�2010 年 .
８）�松山順子 : 初期齲蝕に着目した歯垢バイオフィルム

の細菌動態の解析と指標化 . 平成 22 年度新潟大学
プロジェクト推進経費．

10）�佐藤拓一，島内英俊，高橋信博，八巻惠子，真柳弦，
松山順子：歯内療法にフィードバック可能な、新た
な感染根管微生物学的評価法の開発 .�日本学術振興
会科学研究費補助金，基盤研究（C）,�20592220，
2010 年

11）�田口洋，坂井幸子（林幸子），松山順子：小児の萌
出障害に対する EBM に基づいた包括的治療指針策
定に関する研究．日本学術振興会科学研究費補助金，
基盤研究（C）,�20592395�，2010 年

12）�松山順子，竹中彰治，佐藤拓一：歯垢バイオフィル
ムの細菌動態に着目した初期齲蝕モニタリングシス
テム．日本学術振興会科学研究費補助金，基盤研究

（C）,�22592330,�2010 年 .
13）�松山順子 : 初期齲蝕に着目した歯垢バイオフィルム

の細菌動態の解析と指標化 . 平成 22 年度新潟大学
プロジェクト推進経費．

14）�松山順子：科学研究費補助金応募支援プログラム，
惜敗プログラム．

15）�三富智恵：新規歯根形成細胞マーカーによる歯根形
成 ･ 吸収機構の解析－抗がん剤投与モデル－，平成
22 年度科学研究費補助金応募支援プログラム経費

16）�富沢美惠子，佐野富子 , 鈴木　昭：歯科検診を応用
した施設入所被虐待児のセルフ・エスティーム啓発
プログラム．日本学術振興会科学研究費補助金，基
盤研究（C）,�20592396,�2010 年 .

17）�佐野富子：科学研究費補助金応募支援プログラム経
費

18）�河野承子：新規歯周組織形成細胞マーカーによる歯
周組織再生過程 .日本学術振興会科学研究費補助金 ,
若手研究（B）22792046　2010 年

19）�河野承子：歯牙発生におけるカルシウム結合蛋白テ
スカルシンの役割―テスカルシン特異抗体の作成
―. 平成 22 年度新潟大学プロジェクト推進経費

20）�坂井幸子 ( 林幸子），坂井淳，坂本信，早﨑治明：
破壊靭性値を指標とした乳歯エナメル質のバイオメ


